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緒

著 者 ハ前 二、 杏 雲堂 分 院 ニ テ診 療 セル肺 結 核 患

者4500人 ノ レン トゲ ン爲 眞 中 ヨ リ、 肺 上葉 炎

116例 テ検 出 シ、 之 二就 テ統 計 的観 察 テ試 ミ、

其 結 果 ラ本 誌 上 二登 表 シタ ω。 之 ハ病 攣 ガ肺 上

葉 二限 局 シテ ヰ ル良 性 肺 結 核 ノー 特殊 病型 デ ア

ツテ、斯 ノ如 キ病 型 ヲ匠別 スル コ トへ 臨躰 實際

二當 ツテ、 肺 結 核 ノ豫 後 測 定 拉 二治 療 方 針決 定

ノ上 二頗 ル便 利 デ アル。 且叉 其 診 噺 ガ、 レ ン ト

ゲ ≧學 的 二容 易且 明 瞭 デ アル コ トハ、 前 著 二記

述 シタ通 リ デ アル。 然 シ其 成 立 二關 シテ ハ、今

日未 ダ確 説 ヲ聞 カ ナ ィ、 是 一 ツハ、 肺 上 葉 炎 ノ

成 立 ガ屡 ≧非常 二速 カナ ル コ ト、拉 二、臨 躰 的徴

候 ガ絵 リ顯 著 ナ ラザ ル爲 メ其 成 立 テ レン ト,憂

學 的 二追 究 スル機 會 ガ甚 グ稀 デ アル コ トニ蹄 因

スベ キ デ アル ト思 フ。 嘗 テBernard(2〕 ・・、 肺

上 葉 炎 テ以 テ成 人 肺 結 核 ノ初 期 トナ シ、 其 成 立

二關 ス ル症 例 ト シテ、唯1例 、25歳 ノ婦 人 二於

テ、葉 溝 炎(Scissurite)二 綾 登 シタル肺 上 葉 炎

テ報 告 シテ居 ル。Neumann{3}及 ビAssmann(4〕

モ亦 同様 ナ ル見 解 ノ下 二、肺 上葉 炎 テ早 期 浸 潤

ノ中 二包 括 シテ居 ル。Sergent(5)ハ 、 肺 葉 性 肺

結 核(Tuberculoselobaire)ト 肺 上 葉 炎 トテ同

一覗 シ
、 「之 ハ氣 管 枝 肺 炎、乾 酪 性 肺 炎、萎 縮 型

言

種 々 ナ ル肺 結核 病 型 二於 テ、 病 勢 躍 進 二際 シテ

成立 ス」ト述 ベ テ居 ル ガ、Bernardニ ョ レバ 、

Sergentノ 所 謂肺 葉 性 肺結 核 トハ、・一肺 葉 ノー

部 分 二於 テ何 等 カ ノ病 的 攣 化 ヲ認 ムル トキ ノ名

稻 デ 、葉 溝 炎或 ハ葉 溝 周 園 炎 テモ、 其 内 二包 括

シテ居 ル ノデ ァ ツ テ、Bernardノ 肺 葉 炎 ト・・

大 二其 趣 ヲ異 ニ シテ ヰル。 從 テSergentノ 論

ノ・、Bernardノ 肺 上 葉 炎 成 立 ノ詮 明 トシテ・・、

當 テ得 テ居 ナ イ ト云 フ ノデ アル。Castelli《6)ハ

肺 上葉 炎 ノ成 因 二封 シテ、 翫往 二経 過 セル葉 間

肋 膜 炎 二重 要 性 テ認 メ テ居 ル。余 モ亦 、前 著 二於

テ、 肺 上葉 炎嚢 生 前 二撮 影 セ ル レ ン トゲ ン爲 眞

ノ アル場 合 ニ ハ、例 外 ナ ク皆 、葉 間 肋膜 炎 性癩

痕 ノ存在 スル コ トラ観 テ、葉 間 肋膜 炎 ガ肺 上葉

炎 ノ成立 二、 何 等 カ ノ意 義 テ有 ス ル モ ノデ アル

コ トテ記 載 シ タ ガ、 今 回著 者 ハ13例 ノ 肺 上 葉

炎 二於 テ、其 成 立 二到 ル迄 ノ経 過 ラ レ ン トゲ ン

連 爲 一 依 テ 研 索 スル コ トテ得 、 其 成 立 二就 テ

Bernardノ 所 説 ト 異 ル モ ノ アル テ認 メ得 タル

ガ故 二、弦 二其 所 見 テ記 載 シ、 肺 上 葉 炎 成 立 二

關 スルー 知 見 ト シテ先 輩 諸 家 ノ記 述 二多 少 ノ補

遺 ラ試 ムル次 第 デ アル。
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大 正11年1月 ヨ リ 昭 和8年8月 二 至 ル マ デ ノ

期 間 二於 テ、 當 院 ニ テ 撮 影 セ ル 肺 結 核 患 者 ノ

レ ン トゲ ン、 セー リエ ン中 ヨ リ、 肺 上葉 炎成 立

二至 ル マ デ ノ経 過 テ連 寡 的 二観 察 シ得 タモ ノ13

例 ア ル。 著 者 ハ 此13例 テ 肺 上葉 炎成 立 ノ経 過

ニ ヨ リ次 ノニ 種 二大 別 シ タ。

(1)肺 上葉 二於 ケル既存病竈 ノ再燃若 クハ其

躍進性浸潤形成 二由テ、同一肺野 二上葉炎ノ

成立 セルモノ

何)肺 野 ノ廣汎 ナル部分二五ツテ存在セル病

竃が漸次治癒 シ、残存病竃ガ、結局、肺上葉

炎 ノ型 テ トリテ病勢停頓 セル者

第一類 肺上葉 二於 ケル既存病竃J再 燃若 クハ其躍進性

浸潤形成 二由テ、同一肺野 呂上葉炎J成 立セルモ1

著 者 ノ所 見 二於 テハ、 肺 上葉 炎 ノ成 立 ハ、 此 部

類 二届 スル モ ノが 多 イ。 帥 チ13例 中8例 ハ 之

二屡 シテ居 ル。 然 シ此 際 肺 上葉 炎 ノ成 因 ガ 、 既

存 病 竃 ノ再 燃 ニ ヨル カ、 又 ハ 、血 行 性 或 ハ気 管

枝 性播 種 ニ ヨ リテ同 肺 野 二新 病竃 ラ生 ジ、之 二

封 ス ル肺 葉 ノ反 慮 性 炎症 ノ爲 デ アル カバ、 俄 一

決 定 スル コ トハ 出来 ナ イガ、 要 ス ルニ、 大 禮 二

於 テ、 飢存 病 竃 カ ラ ノ躍 進 二露 国 ス可 キモ ノデ

アル。 此 部 類 二属 ス ル8例 ノ経 過 八次 ノ如 ク デ

ア ル 。

第1例 一 、35歳 、男、會肚員。

観察期間4年 、昭和2年3月1無 性肋膜炎、3年

4月 微熱、咳漱喀疾、同年9月 肛門周園炎、同

4年4月 以来屡 気血疾、同年6月5日 、初診、

v線 像ハ、右肺上野 二硬化病竈、右鎖骨下二示

指頭大室洞 アリ。右側葉間肋膜炎性癌痕著明、

両側肺門部陰影檜張 テ認 ム(第1圖a)。 聴診上

ニハ、右腕上野二気管枝普及 ピ水泡音 テi聴キ、

喀:疾中結核菌陽性(GV)。 爾来無熱 二経過、昭

和5年6月6日 ノV線 像 デハ、前記硬化病竈ハ

搬痕性索状陰影 トナル。昭和6年10月 寒冒感、

微熱数 日ニシテ下降。昭和6年10月23・ 日ノV

線傑(第1囲b)ハ 、右肺上葉炎、右鎖骨下二栂

指頭大室洞、左肺野二於ケル肺紋理 ノ増強テ認

メル。其後畿熱ナク、稽 ≧多量 ノ喀疾:アルモ、

常二家業二從事 シテ今日二至ル。

第2例 一30歳 、男、會社員。初診t

昭和2年2月21日 、観察期間2年 。

25歳 肺尖浸潤及 ビ肛門同国炎、 其後 自罷症 ナ

シ。 昭和2年2月16日 健康診断 ノ際、 右肺尖

部二曝者テ登見サレ、爾来静養。初診時所見、

榮養中等、 膿:重52.950冠 、 喀疾中結核菌陽性

(GID。 雨鎖骨上部濁、同部位 二右肩朋上部及

ピ肩朋間部気管枝普及ビ中等大水泡音、第1同

上線像(昭 和2年2月21日)ハ 右腕上葉 ノ下界

二葉溝炎性瘡痕像、右肺上野二数多 ノ硬 キ斑貼

檬小病竃散在 ス。左鎖骨上下部ニモ同様 ノ斑鮎

様陰:影テ見ル。第2同 」∠線像(昭 和2年9月16

日)ハ、上記小病竃 ノ周囲二於 ケル集鮎周園炎

性浸潤浦失 シ、斑黒胡犬陰:影著 シク縮小且硬化t

軽快一時露省。昭和3年5月 過度 ノ運動後大喀

血、爾来屡 凡小喀血反復、サレド梅 子無熱、右肺

全面散在性二小水泡音及 ビ捻髪音 アリ。第3同

上線像(昭 和3年12月3日 、右側超過性肺上葉

炎形成、即チ右腕上葉炎ノ他二右肺中野:拉:二下

野二大小無数 ノ斑黒胡犬播種 テ生ズ。其後爾ホ喀

血 テ繰返ステ以テ,右 肺二人工気胸ラ試 ミタル

モ.肋 膜癒著 ノ爲成功セズ。昭和4年2月1日

ヨリ突如数回 ノ大喀血反復 シ、 同月21日i途 二

逝 ク。

第3例 、26歳 、.男、初診、昭和

7年10月29日 、〕観察期間6ケ 月。

25歳 血痕、 昭和7年9月 寒冒感、同10月 中旬

ヨリ咳漱増加 シ、 登熟最高38.5℃ 二到ル。 初
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診 時所見、右鎖骨上下部及 ビ右肩脾棘 ヒ部濁、

伺部軋礫音、膿重52.150砥 赤沈反慮96粍(1
L時間)喀疾 中結核菌陽性(GII)

。v線 像(昭 和7

年10月29日)右 肺上野二硬化性織維性病竈、

右肺中野 二小斑貼様陰影 ノ襖歌集團 アリ。気管

:校柱播種 テ思 ハシム。 其:後11月6日 及ピ同30

日二喀血。'昭和8年3月14日 第2同 上・線撮影。

右肺上葉炎ノ像 テ認 メ、石肺中野 ノ病竃消失、

目下外来治療中。

第4例 一 、17歳 、生徒、初訟 昭和2

年8月15日 、 観 察 期 間7年,

昭 和2年7月 末 咳漱 、喀 疾 。 右腕 二散 在性 乾 性

堀 音 ラ聞 ク。 初 診 時.ヒ線 像 ハ左 肺 中野 ノ増 殖 性

病 竈 、 左 肺 尖 部 及 ビ左第 一肋 間 二粟 粒 性 病 竈 テ

認 ム。 入 院 中 ハ時 々 乾 性聴 音 出没 スル モ、 概 子

無熱i昭 和2年10月 二至 リ、 初 メテ喀疾 中 二

結 核 菌 テ謹 明 ス(GV>。 昭和3年4月3日 軽快

退 院 、 爾来 外 来 治療 。 然 ル ニ同 月13日 突 如 獲

熱38℃ 、約2週 間 織 綾 ス。 左 胸 前 面 濁 トナ リ、

同部 二 気 管 枝 音 テ聞 ク。 昭和3年8月31日 ノ

上 線 像 ハ左 肺 尖 部 ヨ リ第 四 肋 間 二五 ル___..様平 等

ノ陰 影 及 ビ左肺 門部 浸 潤 ノ増 強 テ示 ス、 昭 和4

年5月8日 ヨ リ5年8月 マ デ、 人工気 胸2同 施

行 。 完 全 気 胸 行 ハ ル。5年2月 一 八左 腕 ノ集 鮎

周 園 炎性 浸 潤 清 失、 左 肺 門 部 浸潤 縮 小 シ、 同年

6月 二 八左 葉 間 肋膜 炎 性癌 腹鼓 二其 周囲 二僅 少

ノ硬 化 病 竈 テ残 シテ病竈 ノ大 部 分 ハ清 麗 ス。 同

年10月29日 ニ ハ、 左 腕 上 野 ノ諸 病 竈 全 ク織 維

性 癌 痕 トナ リ、罷 重 増 加 著 シ ク、 一 時蹄 省 ス。

然 ル ニ、 同 年12月 騒 然 、 同月13日 名 古 屋 著大

デ撮影 セ ル」∠線 寡 兵 ハ、 左葉 溝周 園 炎 ノ像 ラ示

ス。 昭 和8年1月 弛 張 熱2週 間 。5日 ヨ リ時 々

下痢 、 腹痛 、 微 熱 、 咳 漱 、喀 疾 纏 績 ス。 同年8

月15日 再 入院 。 左胸 部 濁 、 且 軋 礫 音。 右 胸部

乾 性 嘱 音 。 腹 部 八勝 ノ周 園 二少 ク歴 痛 テ訴 へ、

'喀疾 中結 核 菌 陽性(GIV) 。 尿 中 「ヂ ァ ゾ」反 慮

陽性 。 昭和8年8月17日 、」」線 像 ハ、両側 化 性

左肺 上葉 炎、 左 第 一肋 間 二栂 指 頭 大 室 洞 、 右第

三肋 間 二鶏 卵 大 室 洞 ア リ。 其 ノ他 ノ肺 野 一 面 二

多撒 ノ小斑鮎 状病竃 ノ撒布テ見ル。目下入院加

療中。

第5例 ■ 、壬9歳、家風 初診、昭和4

年7月22日 、観察期間2年 。

昭和4年7月 、咳漱、熱候 ラ主訴 トシテ来診、

右鎖骨上部及 ビ右肩肩甲棘上部輕濁、右胸背部乾
1幽羅音、第1同V線 像(昭 和4年7月22日)右

肺門部淋巴腺 ノ栂指頭大腫脹、:右側上部縦隔賓

炎、右肺上野二於テ硬化性病竃蚊 二二三 ノ石灰

化 セル小滴竈及 ビ葉間肋膜炎性癌痕 テ認ム(結

核第10巻 、 第11號 、 松岡論文附圖第10a参

照)。 静養軽快。昭和5年11月 ヨリ再 ビ咳漱、

喀疾、弛張熱、下痢及 ビ便秘交互 シ食膳鉄損、

不眠テ訴へ、 昭和6年7月26日 入院。 右腕全

面及右肩脾上部、右肩月甲間部輕濁。同部呼吸音

減弱且ツ乾性拉二{熱性曜音散在 ス.盲 腸部二索

状 ノ硬結 テ燭ル。喀庚申結核菌陰性、第2同v

線像(昭 和6年7月27日)右 肺上葉炎 テ形成ス

(上記松岡論文附圖 第10b参 照)。 昭和6年9

月事故退院。爾来劇烈執拗ナル下痢纏綾 シ、約

6ケ 月後腸結核 ノ症状 ノ下二死亡。

第6例 一 、26歳 婦人傳導師、初診、

昭和2年4月11日i観 察期間3年 。

昭和2年1月 ヨリ少許 ノ咳漱、喀疾、微熱、初診

時榮養中等度、農重46.550冠 、右鎖骨上下部及

右肩脾上部濁音且ツ呼:氣延長、右肩朋下部呼吸

音減弱、喀疾中結核菌陰性、V線 像(昭 和2年4

月11日)右 葉溝周園炎(結核第10巷 、第11號 、

松岡論文:附圖第9a参 照)。 爾來時h右 腕上野

二乾性蛇二漁性聴音 ヲ聞 クモ、一般状態良好。

第2同v線 像(昭 和3年3月%日)葉 溝周園炎

ハ疲痕ヲ遺シテ:輕快、右肺上野 二小斑貼様陰=影

テ認ム。第3回 上線像(昭 和3年12月26日 、葉

溝周囲炎ハ僅 ヵ 二繊維性癖痕性陰影 テ残 スノ

ミ。石肺上野著 シク明朗 トナリ、右第三肋骨 ノ陰

影上二新タニ小指頭大 ノ固形小浸潤 ヲ生ズ(:上

記松岡論文附圖第9b)。 昭和5年 春稽 丸顯痩、

禮重44・600駈 禮温先進(37.4.C)該 漱 アリ。

第4同 上線像(昭和5年5月5日)右 腕 ヒ葉炎、
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爾 来療 養縫 縮 、諸 症軽 快 、執 務 可能 トナル(上 記

松 岡 論 文 附 圖 第9c参 照)。

第7例 .一 、11歳 、 女 生徒 、 初 訟 大 正

13年7月25日 。観 察 期 間5年 。

大正13年7月23日 突 如熱3S・50C、 頭 痛 。2.3

旧 一 テ治 癒 。當 時 胸 部 二黒 駄 テ認 メズ。 大 正14

年3月2日 寒 冒感 、 咳 漱 、登 熱39・OOC、 右鎖 骨

上 下 部 ヨ リ第 三 肋骨 マ デ水 泡 音 ヲ聴 キ右 肩月甲上

部 濁 、同部 及 ビ右 肩 脾 間 部 二笛 聲 、右 肩押 下部 二

水 泡 音 ヲi聴ク。 上 線 像(大 正14年3月2日)(第

2圖a)右 第 二 肋 骨 上 二三 角 形 ノ浸 潤 像,(Prim一

包rinmtrierungnachRedekerr)ア リ。 雨 肺

門 部 陰 影 圭曾強。第2同 上 線像(大 正14年8月12

日)右 第 二 肋 骨 上 ノ浸 潤 豫縮 小 シ、 同 陰影 拉 二

者 肺 門 部 淋 巴 腺 ノ石 灰 化 セ ル テ認 ム。 第3回 上

線 像(大 正14年12月30日)(第2圖b)、 病 竃

拉 二 右 肺 門 部 淋 巴腺 ノ灰 化 著 明 。 大 正15年4

月25日 右 鎖 骨 上部 二 小 水 泡 音。 第4同 」ζ線 像

(第2圖c)右 葉 溝 周 園 炎。 第5回 」∠線 像(昭 和

2年4月2日}(第2圖a)葉 溝 周 園 炎輕 快 、 右

第 二 肋 間 二 葉 間 肋 膜 炎性 癌 痕 拉 一 腹 キ 小 豆 大

ノ橘 固 形 小 浸 潤 テ見 ル。 昭 和3年3月 突 如熟 議

390C。 第6同v號(第2圖e)右 肺 葉 炎 ラ認 ム。

2月26日 及 ビ同 月28日 人 工 気 胸2同 施 行 セ ル

ニ、3月3日 ヨ リ・喀 血。 喀 血 ハ恐 ラ ク左 腕 二起

レル モ ノ ト推 定 セ ル が故 二、 右 側気 胸 中 止。 其

後 時 々喀 血 、雨 肺 全面 二播 種病 竃 テ生 ジ、 廣 汎

ナ ル気 管 枝 肺 炎 ノ状 態 ニ テ死 亡。

第8例 一 、21歳 女 學 生 初訟 昭和

5年1月7日 、観察期間4年,

昭和3年 肺門部浸潤 ノ爲静養。昭和4年6月 ヨ

リ咳漱、喀疾。初診時主訴r食膳不振、睡眠不良、

初診時所見、右鎖骨上部及 ビ右肩脾間部輕濁、

同部呼吸音減弱、喀庚中結核菌陰性。.ヒ線像(第

3圖a)、 『右肺尖部雲状陰影、第一、第二肋間二

数 ヶノ小斑駐機病竃、右第二肋間毛様線、左第

二肋間二小指頭大 ノ禰蔓性浸潤。第2同 上線像

(昭和5年6月2日)右 肺病竈著 シク軽快、左第

二肋間病竃依然。第3同 」イ線像(第3圖b>(昭 和

6年1月14日)左 第 二 肋 間 病 竃 消 失 、 雨 肺殆 ド

異 状 ヲ・認 メ ズ。 爾来 健 康 、 昭和7年7月 末 ヨリ

咳 疾 、禮 温 先 進37℃ 乃 至37・2。C右 鎖 骨 上 下部

輕 濁 、同部 小 水 泡 音 。 第4同 エ 線 像(昭 和7年8

月22日)(第3圖c)、 右肺 上葉 炎、同年9月16

Q人 工 気 胸 テ施 シ、 時 二乾 性聴 音 テ右胸 二聴 ク

コ トアル モ、概 シテ経 過 良 好 デ ア ル。

以 上 第 一 類 二屡 スル モ ノへ 何 レモ飢 存 病 竃 ノ

再 燃 若 クハ其 躍 進 性 浸潤 形 成 二由 テ、 同 一 肺野

二 上葉 炎 ヲ生 ジ タル モ ノデ アツ テ、第1、 第2、

第3、 第4例 二於 テハ、硬 化 病竈 拉 二比 較 的 新

シキ葉 間 肋 膜 炎性 癖 痕 ヲ有 ス ル肺 二、 上葉 炎 ノ

起 り來 リ タル テ見 ル。 而 テ第1例 及 ビ第4例 ハ

寒 冒、 第2、 第3例 ハ喀 血 が動 機 トナ ヅテ、硬

化 セル薔 病竃 ノ周 囲 二集 鮎 周 囲 炎性 浸 潤 テ形 成

シ、 次 デ肺 上 葉 炎 トナ レル モ ノ ト見 ラ レル。 即

チ陳 茜 病竃 ノ再燃 二蹄 因 ス可 キ デ アル。 此 中第

2例 二於 テハ、 人 工気 胸 テ試 ミダル モ肋 膜 癒 著

ノ爲成 功 セズ。 途 二大 喀 血 ノ爲 、 死 ノ朝 露 テ取

ル ニ至 ツ タガ、 元 来 肺 上葉 炎 ノ豫 後 ハ大 腿 二於

テ良 好 ト見 ラ レテ居 ル。 但 シ豫 後 判 断 二際 シテ

ハ、 上 葉 炎成 立 以 前 ノ状 態 ラ考 慮 ス ル必 要 ノア

ル コ トハ 明 デ アル。

第5例 ハ右 肺 上野 二硬 化 病 竈 及 ビ小 斑 髄 様 石灰

化 病 竃 テ有 シ且 右肺 門 部 淋 巴腺 ノ腫 瘍 状腫 脹 及

ビ右側 上部 縦 隔 賓 炎 テ合 併 スル肺 二起 リタ,ルモ

ノデ ア ツ テ、右 側 上 部縦 隔 賓 炎 二件 ヒ、右 肺 上

葉 二於 ケ ル蕾 病 竃 が再 活動 テ爲 シ、 爲 二方肺 上

葉 炎 テ生 ジタ トモ考 ヘ ラ レ、或 ハ 叉腫 脹 セ ル肺

門部 淋 巴 腺 二蹄 因 ス ル病勢 躍 進 ニ ヨ リ、 右 肺 上

葉 二新 病竃 テ作 り、次 デ右 肺 上葉 炎 が形 成 サ レ

タ ト考 ヘ ラ レル。 本例 二於 テ モ、 吾人 ハ肺 卜葉

炎 登 生 前 二於 ケ ル 状 態 殊 二合 併 症(本 例 二於 テ

ハ腸 結 核)ノ 有 無 が大 二豫 後 テ 支 配 スル モ ノナ

ル コ トテ知 ル。

第6例 ハBernardノ 記載 シタ例 ト同様 、 葉 溝

周 園 炎 二引 綾 キ肺 上葉 炎 ノ成 立 シ タ1例 デ アル

ガ、 唯 葉 溝 周 園 炎 が一 時 軽 快 シ タル後 、 更 二 同

肺 野 二躍 進姓 浸 潤 ラ生 ジ、次 デ上葉 炎 が綾 褒 シ
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タ ト云 フ鮎 ガ、Bernardノ 其 レ ト些 力趣 テ異 シ

テ居 ル。 殊 二第3同 上 線 像 二於 テハ、 一 方 二治

癒 機軸 が行 ハ ル ・ ト同 時 二、他 方 昌 ハ病 勢 躍 進

が行 ハ レテ 居 ル コ トガ、 明 二認 メ ラル ・ノ デ ア

ツ テ、實 二肺 上葉 炎 ノ成立 ガ,既 存病 竃 ヵ ラ ノ

躍 進 性 浸潤 形 成 ト密 接 ナ関 係 テ想像 セ シムル症

例 ト考 ヘ ラ レル。

第7例 ハ、 初 感 竈 ヨ リ躍 進 性 浸潤 ヲ'経テ、途 二

肺 上 葉 炎 テ生 ジ タモ ノデ アツ テ、 一 旦 躍 進 ニ ョ

リ右 葉 溝 周 囲 炎 テ生 ジ、 其 が軽 快 後 再 ビ躍 進 テ
　の

重 子 テ、 同側 ノ右 肺 上野 二肺 上 葉 炎 ラ形 成 セル

モ ノ テ アル。

第8例 ハ 、 翫存 ノ硬 化病 竈 ガ、 殆 ド健 康 肺 ト見

得 ル迄 二治 癒 シタ ル モ、1年 牛 ノ後 突 如 同 側肺

上葉 炎 が成 立 シタモ ノ デ、 其 間 ノ上 線 検 査 テ訣
ヒ

イテ居 ル ガ、 兎 二角 、 同 一肺 野 二病 攣 ノ存 在 シ

タ コ トハ事實 デ ア ル。 此 場合 、 若 シ第 】同 ノ レ

ン トゲ ン爲 眞 ナ ク、輩 二肺 上葉 炎登 生 直前 ノ上

線 像 テ基礎 トシテ観 察 ス レバ 、本 例 ノ如 キ ハ、

肺 上 葉 炎 ハ突 如 ト シ テ 健 康 肺 二 起 ル ト云 フ

Bernardノ 想像 二 封 ス ル 好 適 例 トナ ルi澤デ ア

ル ガ、 事 實 ハ之 テ裏切 ツテ居 ル ノデ ア ル。

上 記第 一類 ノ各例 テ通 覧 ス レバ、 肺 上葉 炎 ハ藷

病 竃 ノ再 燃 或 ハ菖 病竃 カ チ'躍 進 ニ ヨ ツテ形 成

サ レ、真 際 漿溝 が大 ナ ル役 目 テ ナ シテ居 ル コ ト

テ認 メル。 即 チ肺 上 葉 炎 ノ成 立 二常 テ葉 溝 炎 ノ

.前編 ス ル コ トハi吾 人 が厚 く遭 遇 スル事 實 デ有

ル ト同 時 二、一 方 又 葉 溝 炎性擁 痕 拉 二所 謂 毛 様

線 ガ、 肺 上葉 炎形 成 二當 テ、裁 然 其 下 縁 テ嘔 劃

シ、・恰 モ柵(Barriere)ト ナ ツテ炎 衝 テ肺 上野 二

限 局 シ、 他薬 包移行 スル コ トラ防 禦 スル役 目 テ

演 ズル ノテ ア ル。

斯 テ肺 上葉 炎 ハ、 種 々 ナ ・1結核 病 竈 即 チ硬 化 性

陳薔病 竃 、葉 間肋 膜 炎性 癌痕 、肺 門 淋 巴 腺腫 脹 、

上部縦 隔 賓 炎 、葉 溝周 園 炎拉 二初 感 竈 二績 叢 シ

タ躍進 性 浸潤 等 ノ再 燃 又 ハ躍 進 ニ ヨ リ生 ズ ル モ

ノ ト考 ヘ ラル。

如 斯 シテ成 立 シ タ 肺 上葉 炎 ハ 堰 く輩 純 性 デ ナ

ク、 超過 性 又 ハ 両側 化 性 デ アル コ トが 少 ク ナ

イ。 從 テ肺 葉 炎 ノ豫 後 ハ、其 登 生前 ノ病 竃 分 布

ノ状 態 二支 配 サ レル コ トが亦 少 クナ イ。 殊 二第

4例 ノ如 キ腸 結 核 ノ合併 症 ガ ア ル場 合或 ハ第2

例 ノ如 キ肋 膜 癒 著 ノ爲 二人 工気 胸 テ行 フコ ト能

ハ ズ、 從 テ室 洞 或 ハ喀 血 二封 スル適 宜 ノ所 置 ノ

出來 ナ ィ場 合 二於 テハ、豫 後 ハ必 シモ楽 観 テ許

サナ ィ。

第二類 肺野 ノ廣汎ナル部分 二亙ツテ存在セル病竈が漸次治癒 シ

残存病竈 力結局肺上葉炎J型 ヲh5」テ病勢停頓セル者

此 部 類 二囑 スル モ ノハ、 肺 ノ比 較 的 廣 汎 ナ ル範

園 二存 在 セル病 竃 ガ、 肺 ノ底 部 ヨ リ上 方 二向 テ

漸 次 治 癒 シ、 途 二上野 二残 存 セル病竃 ガ、 一ヒ葉

炎 ノ型 テ形 成 ス ル ニ至 ツ タモ ノデ ア ツ テ、 此 ノ

如 キ成 立 ノ上葉 炎 ハ、 合 同 ノ検 査 二於 テ ・・5例

ア ル。 而 テ其 成立 ノ}状態 二由 テ、 余 ハ之 テ三種

二分 ケ タ。

1)雨 肺 又 バー 側肺 二於 ケ ル散 在 性増 殖 性 病 竃

ガ、 中 野 及 ビ下 野 二於 テ ハ、著 シキ治 癒 テ示 シ

ツ ・ア ル間 二、 肺 上葉 炎 が形 成 サ レタモ ノ。

第9例 一 、37歳 飾 唄 、 初 訟 昭禾0

4年5月24日 、 観 察期 間4年 。

昭和3年 暮、寒冒感、微熱、喀疾、疲弊感、昭

和4年1月 ヨリ静養、同年 壬月喀血。初診時所

見へ 右鎖骨上部及 ビ下部 ヨリ第二肋骨 マデ輕

濁蚊二水泡音、右肩月甲上部濁。右胸背部散在性

喉音。喀疾中結核菌陽性(GIII)。 ・第1同 」∠線

像(昭和4年5月24日)(第4圖a)ハ 右肺上野

著 シク潤濁、其中二数 ケノ小斑黒胡犬陰影 アリ。

右肺中野下野 一 モ同様 ノ散在性増殖 性病竃 ア

リ・右鎗 脊下二揖指頭大室洞 テ認 ム0第2同V線

像(昭和5年7月6日)右 肺上野以外 ノ肺野 二於

ケル増殖性小病竃 ハ著 シク減少 シ、同肺野ハ可

成明朗 トナル。第3同 」∠線像(昭 和rJ年12月17
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日)右 肺 下 野 二於 ケル 播 種 病 竈 殆 ド痕 跡 テ認 メ

ヌ迄 二消 失 シ、 右 肺 ヒ野 二上 葉 炎 ノ成 立 テ見 ル

ニ至 ツタ(第4圖b)
。 爾 来 膿 重 増 加 榮 養 佳良 ト

ナ リ、 目下 通 院 加 療 中。 其 後V線 撮 影2同 。 何.

レモ著 攣 ナ シ。

第10例 一 、22歳 、畢 生 、初 診 、昭和4

年2月5日 、 観 察 期 間4年 。

幼 時 ヨ リ気管 枝 喘 息 テ患 フ.昭 和3年 春 ヨ リ時

時登 熟(38。 一39℃)、 昭 和4年1月 血 痕 喀 出。

初 診 時 所 見i右 鎖 骨 上下 部 蛇 二左 鎖 骨 上 部 濁 ニ

シテ水 泡 音 ア リ。 雨 脚 全 部 二散 在 性 乾 性 嘩 音、

右 腕 背部 輕 濁 、 所 々 二小 水 泡 音 ア リ、 喀坂 中結

核 菌 陽 性(GV)、 然 候37.6。C、 膿 重37.200冠 、

第1同v線 像(昭 和4年2月10日)ハ 雨 肺 二於

ケ ル増 殖 性繊 維 性 肺結 核 デ、雨 肺 全面 二小病 竃

散 在 シ、 右鎖 骨 上部 、 右 肺 門 部位 二左 鎖骨 下 部

二室 洞 ラ 認 ム。 昭 和4年5月13日 軽 快 退 院 。

同年12月21日 豊 作 性 咳漱 、禮 重 減 少 ノ爲再 入

院 。 第2、3、4同 上 線 像 ハ、一般 的 二多 少 ノ軽

快 ラ認 ム ル他 二特 記 スベ キ コ トナ シ。 第5同v

線 像(昭 和6年11月18日)二 於 テハ、 右 肺 上 野

ノ陰 影 著 シ ク稠 密 トナ リ、他 ノ肺 野 ハ之 一反 シ、

陰 影 梢 、消 失 セル テ認 メル。 第6回L線 像(昭

和7年8月2日)此 頃 ヨ リ嚥 下痛 、 順聲 テ訴 へ、

會 厭 軟 骨 肥 厚 シ、 其 表 面 二小 潰 瘍 ア リ、 即 チ喉

頭 結 核 ノ合 併 ヲ認 ム。 一ヒ線 豫 ハ右 肺 上葉 炎 ノ形

成 テ示 シ、其 他両 側 肺 野 ハ益 々明 朗 ノ度 ヲ増 シ

タ ル モ爾所 々 二増 殖 性 小 病竃 残 存 シ、左 第 四肋

間 左鎖 骨 下部 二室洞 ア リ.即 チ超過 性拉 二両 側

化 性 右 肺 上葉 炎 ノ 像 デ ア ル。 爾来 喉 頭 痛 劇 シ

ク、食 物 掻 取 ノ困 難 テ訴 へ 、衰 弱 日 二加 バ リ、

昭和7年1U月25日 逡 二逝 ク。

第11例 一 、36歳 、家 婦 、初 診 、昭 和 斗

年3月25日t観 察期 間3年 。

昭 和3年9月 中 旬咳漱 、 悪 寒 、 登 熱 、 血 痕 拉 二

喀 血 。 初 診 時所 見 、 右 鎖 骨 上 下 部 ヨ リ第 三 肋 骨

マ デ、:拉二左 鎖 骨 上 部 輕 濁 及 ビ水 泡 音 、 両 肩 朋

棘 上 部 呼 吸 音 弱 、 少 許 ノ水 泡 音、 無 熱 喀 庚 申結

核 菌 陽性(GIV)、 禮 重41.150冠 。 第1回v線

像(昭 和4年3月27日)。 右 腕 全 面 二 」曾殖 性 拉:

ニ一 部 萎 縮 性 結 核 病 竈 散 在 シ、右 肺 上 野 二於 テ

陰 影 殊 二稠 密。 左 胸 ハ心 臓 陰 影 二近 ク小 斑;艶状

病 竈 散 在 。 即 時 入 院 。 昭 和4年4月 軽 快 退 院。

以後 外 来 治療 。 時 々Macrobronchitisテ 起 シ、

稀 二軽 度 ノ登 熟 テ見 ル コ トア リ。 第2同V線 像1

(昭和5年3月17日)右 肺 上葉 炎 テ認 ム。 然 シ

右 肺 下 野 二既 存病 竃 ノー部 残 存 セ ル ラ以 テ、 超

過 性 右 腕 上葉 炎 ノ像 テ呈 シテ居 ル。 爾 来 時 々気

管枝 加 答児 テ反 復 、 昭和7年 春 蹄 郷 、爾 來 消 息

不 明。

以 上3例 二於 テハ、 両 側 肺 野 又 バー 側 ノ肺 野 二

散 在 セ ル病 竈 ガ、漸 次 吸牧 セ ラ レ、___.般的 ニハ

著 シ キ輕 快 テ認 ム レ ドモ、肺 野 ノ上 部 二於 テ ハ』

術 多数 ノ病 竃 残 存 シ、 同時 二最 初 ヨ リ病 攣 高 度

ノ肺 野 ハ治 癒 スル ニ從 ツ テ著 シ ク萎 縮 シ、 同部

ノ肋 骨 モ亦 益 々下 方 二 向 テ傾 斜 シ、 同側 肺 葉 間'

隙 が上 部 二引 上 ゲ ラ レ、 迩 二肺 上葉 炎 ノ病 型 が

形 成 セ ラ レタ ルモ ノ ト考 ヘ ラ レル。

2)後 肋 膜 炎 性 繊 維 乾 酪 性 肺 結 核(Phthis拾

postpleuriticafibrocaseosa)(..ヨ リ生 ジ タル

肺 上 葉 炎 。

第12例 一 、23歳 、女 、 初 診大 正 】1年

9月22日 、 観 察 期 間11年 。

大 正71年7月 全 身 倦怠r微 熱 、咳 嚇1喀疾 、初 診

時 、 左 鎖滑 上 下 部 ヨ リ第 二 肋 骨 マ デ濁 、 同部 位,

二右鎖 骨 上 部 小 水 泡 音
、 両 側 肩朋 上 部 輕 濁 、 左.

側 少 許 ノ水 泡 音、喀 疾 中結 核 菌 陰 性。 外 来加 療。

大 正13年10月10日 、 第1回 」∠爲(第6囲a>

瓦 師 ハNeumannノ 所 謂 後 肋 膜 炎性 繊 維 乾 酪

性 肺 結 核 ノ像 テ呈 シ、 右 肺 上野 二八硬 化性 小 病

竃 散 イr。大 正14年7月 肋 骨 「カ リエ ス」 テ併 登

シ、 流 注 膿 瘍 形 成 、右 第 七肋 骨上 ニ テ、右 側 前 腋

窩線 上 二痩 孔 テ生 ズ。 第2同 上線 像(昭 和3年

1月11日)左 腕 ノ病 竃 著 シ ク輕 快 、 左 肺 野 比 較

的 明 朗 トナ リ、 右 肺 ノ斑 黒胡犬病 竃 益 々硬 度 テ加

フ。 癖 孔 モ亦 消 失 ス(レ ソ ト互 と治療)。 第3同

上線 像(昭 和4年7月24日)左 肺 上葉 炎 テ形 成

シ、右 腕 病 竃 ノ石 灰 化 益 々著 シ。 爾 来 集 義 恢 復 、
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肥 満 シ、 自魔 症 全 クナ シ。

本例 ハNeumannノ 左側 後 肋 膜 炎性 繊 維 乾 酪

性 肺結 核 が漸次 下 方 ヨ リ治癒 シテ、 同側 上野 二

残 留 セ ル病 竈 が上葉 炎 ヲ形 成 シタ モ ノデ、 此場

合 ノ肺 上葉 炎成 立 ン経 過 ハ(1)ト 全 ク同様 デ ア

ル ガ、 唯 上葉 炎成 立 前 ノ 病 型 が 特 殊 ナル が故

二、 假 リニ前 者 ト匠別 シタ ノデ ア ル
。

3)左 肺 中野 二於 ケル肺 炎様 病 竈 ヨ リ肺 上 葉 炎

ノ成 立 セル モ ノ。

第]3例 一 、17歳 、中墨 生、 初診 、昭 和

5年4月 】6日t観 察 期 間3年 。

昭和5年2月 全 身 倦 怠、 爾 来屡 ヒ臓熱(最 高

39℃)。 初 診 時 所 見 、 左鎖 骨 上 下部 及 ビ雨眉 月甲

上 部 濁 ニ シテ、 断 編 性 呼 吸音 ラ聞 ク.左 第 二 、

第 三肋 間 デ ハ 軋 礫 音 ア リ。 喀 疾:中結 核 菌 陽 性

(GV)。 膿 重50.550妊 。 第1同 一V線像(昭 和5

年4月16日)左 肺 中 野 ノ肺 尖様 病 竃(第5圖a)。

第2同 」ζ線 像(昭 和5年7月8日)前 記 陰:影 ノ下

部 ハ稚R晴 レ、 上 部 二向 テ陰 影 濃厚 トナ リ、 從

テ病 竈 ハ漸 次 左 肺 ノ上野 二移行 セル如 キ齪 テ呈

シテ居 ル。 第3同 」∠線 像(昭 和6年5月18日)

病 竈 益 々上 行 シ、 全 ク左 肺 上 野 二移 行 シタ。 第

4同V線 像`昭 和6年10月31日)左 肺 上葉 炎 ノ

成 立 テ認 ム(第5囲b)。 爾 來 今 日二至 ル マ デ禮

重 ノ著 シキ増 減 ナ ク、時 々血 痕 アル モ熱 獲 ナ ク、

唯 左鎖 骨 ヒ部 二於 テ ハ殆 ド常 二軋 礫 音 テ聞 ク。

爾來6ケ 月毎 二お 線 撮 影、 病 竃 ノ旗 大 鼓 二播 種

テ見 ズ。

本 例 ハ、 左 腕 中 野 二始 ツ タ肺 炎様 病竃 ガ、 其 下

部 二於 テ治 癒 シ ヅ ・漸 次 上 野 二移行 シ、逡 二上

葉 ト下葉 ノ境 界 二於 テ劃 然 旺 別 サ レ、 其 ヨ リ下

方 八病 竈 潰滅 シ、 上方 ノ病 竃 が左肺 上葉 炎 ノ型

テ以 テ残 留 シ テ、 病 勢 一段 落 テ告 ゲ タ形 デ ア ツ

テ、 成 立 経 過 がRedeker(3」 ノ所 謂 肺 尖 後 期 浸

潤 型(Spitzensp乞tform)ト 酷{以 シテ居 ル貼 ハ、

甚 ダ興 味 アル トコ ロ デ アル。

要 ス ル ニ、 第 二 類 二屡 ス ル モ ノハ、 雨 蹄 叉 バー

側 肺 ノ比 較 的 廣 汎 ナ ル部 分 二五 ツテ存 在 セ ル病

竃 ガ、治 癒 ノ途 中 二於 テ・病攣 ハ肺 ノ上 野 二多 ク

残 留 シ、其 所 二肺 上葉 炎 ナル特 殊 ノ病 型 テ形 成

スル ニ至 ツ タモ ノデ アル。

抑 モ肺 上野 が結 核 病 竈 ノ登 生 二封 シ テ比 較 的 高

度 ノ素 因 テ有 スル コ トハ、病 理學 ノ方 面 カ ラモ、

又 臨休 ツ ン トゲ ン學 ノ方 面 ヵ ラモ、 等 シク承 認

セ ラ レテ居 ル所 デ ア ツテ1殊 二之 が早 朝 浸 潤 ノ

好 登 部 位 デ アル コ ト、 及 ビNeumann(9)ノ 緩

徐 限 局 性 粟 粒 結 核(miliarisdiscreta)二 際 シテ

ハ、其 粟粒 撒布 が好 ン デ 肺 上 野 二 占 居 ス ル コ

ト、 蚊 二、 肺 ノ血 行 性 撒 布 病 型 二於 ケル粟 粒 撒

布 ガ、 中野 ヨ リ上 野 二 向 フ ニ 從 テ 益 々密 トナ

リ、 且 ツ粟 粒 拉:二粗 大 トナ ル コ トハ周 知 ノ事 實

デ アル。 而 テ是 等 ノ粟粒 病 竃 が治 癒 ス ル ニ當 テ

ハ、粟 粒 ハ下野 及 ピ中野 二於 テ早 ク清失 シ
、上野

二於 テ ハ消 失 最 モ遅 ク、 時 二或 ハNeumann⑳

ノ稠 密 性 繊維 結 核(Tuberkulosis飾rosedensa)

トシテ肺 上野 二其 名 残 テ遺 留 スル コ トモ亦 周 知

ノ事實 テ ア ツ テ、 此 ノ如 キ現 象 ハ 肺結 核 ノ治癒

経 過 二於 ケ ル___..通則 トモ云 フ可 キ デ ア ツ テ、 余

ノ第 二類 二於 ケル肺 上 葉 炎 モ亦 此 法 則 二從 テ成

立 シタモ ノ ト考 ヘ ラ レル。 其 故 二、 上記 肺 上葉

炎 ハ・ 其 成 立 上t一 面 恰 モNeumannノ 稠 密

性 繊 維 結 核 二類 似 シ、 一 面 又Redekerノ 肺尖

後 期 浸潤 型 二類 似 シテ居 ル。

次 二Bernard・ ・、 「肺 上 葉 炎 が播 種 病 竃 ヲ有 ス

ル カ否 力、 即 チ 超 過 性 ハ 両 側 化 性 ナ ル カ 否 カ

ガ、豫後 測 定 上重 要 ナル根 檬 テ ナ ス」ト云 ツテ ヰ

ル。 勿 論 余 モ其 鮎 二就 テ異 議 ハ ナ ィガ
、 然 シ超

過 性 拉 二両 側 化 性 上 葉 炎 ノL線 像 二就 テハ、 前

述 ノ如 クBernardノ 意 味 二於 ケ ル成 立 ト、 余

が第 二類 二於 ケ ル が如 キ成 立 ト、 少 ク トモ二 様

ノ成 因 が考 慮 サル 可 キ デ ア ツ テ、 其 成 因 ニ ヨ ッ

テ豫 後側 定位 二治 療 方 針 が一 定 度 ノ影響 テ受 ク

可 キ デ ァル ト思 フ。 何 トナ レバ、 若 シ超 過 性 及

ピ両側 化 性 上葉 炎 がBernardノ 意 味 二於 ケ ル

成 立 トス レバ、 と ハ病勢 進行 テ示 ス モ ノ ト考 ヘ

ラ レ・ 從 テ豫 後 ハ俄 カ ニ楽 観 テ許 サ ズ
、 猫 豫 ナ

ク厳 重 ナ ル安 静其 他 適 宜 ノ廃 置 テ講 ズ可 キ デ ァ

ル・ 之 二反 シテ若 シ余 が第 二 類 二於 ケル が如 キ



970 松 岡=肺 上葉 炎成立二關スル知見補 遺 【第11巻

成 立 デ ア ツ テ、 上葉 炎 以 外 ノ病 竈 ガ大 部 分 硬 化

性 ノモ ノ トス レバ、 之 ハ寧 ロ治 癒 シツ ・アノ明 犬

態 或 ハ病 勢 停 止 ノ傾 向 テ 示 ス モ ノ ト考 ヘ ラ レ

ル。 然 シ其 成 立 ガ第 二 類 二 屡 ス ル 場 合 二於 テ

モ、 若 シ肺 野 ノ何 レ ノ部 分 カ ニ室 洞 ガ存 在 スル

カ、 或 ハ、禰 蔓 性 浸 潤 形 成(infiltrative且erdb-

ildung)ヲ 見 ル ナ ラバ、之 ハ病勢 曾進 ノ禍 根 テ多

量 二抱 有 ス ル ノ ミナ ラズ、 一般 二此部 類 二属 ス

ル モ ノハ、 既 二肋 膜癒 著 彊 度 ニ シテ人 工氣 胸 不

可 能 ノ場 合 ガ多 イ コ ト、 拉 二、 肺 以 外 ノ臓 器 二

屡 ≧重 大 ナ ル合併 症 ノ存 在 ス ル コ トハ、 治 療 上

ノー 大 難 鮎 デ ア ツテ、 從 テ豫後 ハ容 易 二樂観 テ

許 サ ナ ィ繹 デ アル。

最 後 ニー 言 ス ベ キ ハ、 「肺 上葉 炎 ハ 突 如 トシテ

健康 肺 二生 ズ ル」ト云 フBernardノ 見 解 二就 テ

デ アル。 余 ガ杏 雲 堂分 院 二於 ケル材 料 二由 テ検

総

著 者 ハ13例 ノ肺 上葉 炎 二 就 テ、 其 成 立 二到 ル

迄 ノ経 過 テ、 レン トゲ ン連 爲 ニ ヨ リ追 及 シ次 ノ

結 果 ヲ得 タ。

1)肺 上葉 炎 ハ其 成 因 ニ ヨ リニ種 二大 別 ス ル コ

トガ 出來 ル。

第 一 類 肺 上 野 二於 テ既 存 病竈 ガ輕 快 又ノ・殆 ド

治 癒 セ ル ニ拘 ラズ其 後 同 部 二肺 上葉 炎 ノ成立

セ ル モ ノ。 印 チ薔 病竈 ヨ リ ノ躍 進 性 又 ハ再燃

性 成 立 ト考 ヘ ラ レルモ ノ。

第 二二類 肺 ノ廣 汎 ナ部 分 二亙 ッテ存 在 セ ル病 竈

ガ、治 癒 ス ル ニ從 テ下野 及 ビ中 野 ニ アル モ ノ

ハ比 較 的速 ヵ二吸 牧 セ ラ レ、 上 野 ニ ハ尚 多 ク

ノ病 竈 残 留 シ、 其 所 二肺 上 葉 炎 ノ病 型 テ形 成

セ ル モ ノ。 即 チ治癒 的 機 轄 ニ ヨル成 立 ト考 ヘ

ラ レル モ ノ0

2)第 一類 二屡 ス ル モ ノハ8例 、 之 ラ細 別 ス レ

ノず

i)右 肺上野二硬化病竈蚊二著明ナ葉間肋膜炎

性癒痕 ラ有 シ、喀血又ハ流行性感冒二綾 イテ

肺上葉炎ヲ形成 シタモノ4例 。

ii)右 肺上野二硬化病竈及 ビ小斑鮎様灰化病竈

査 シタル 範 園 二於 テハ、Bernardノ 見解 ニー

致 スル モ ノハ1例 モナ イ。 何 レモ皆、 上葉 炎 成

立 以前 二於 テ、 既 二判 然 タル 病竈 ガ存 在 シテ居

ル コ トハ、 實 二以 上記 載 ノ通 リデ アル。 蓋 シ肺

上 葉 炎 ノ成 生 二於 テ、Bernardノ 見 解 ニー 致 ろ

)レ揚 合 ガ 有 ル トス ル ナ ラバ、 其 レハ 即 チAss-

mann拉 二Redekerノ 意 味 二 於 ケ ルー一種 ノ早

期 浸潤 或 ハ早 期 浸 潤 ノ後 期 二属 スル モ ノ ト倣 シ

得 ベ キ デ ァ ッテ、余 ガ観 察 二於 ケ ル第13例 ノ如

キハ、 恰 モRedekerノ 肺 尖 後期 浸潤 ノ成 立 ト

類 似 シテ居 ル。 然 シ其 故 二余 ・・必 シモBernard

ノ見解 テ否 定 ズ ル ノデ ハ無 イ、 唯 余 ガ今 日迄 ノ

検 査 二於 テ ・・Bernardノ 言 フ如 キ成 立 ハ1例

モ見 出 シ得 ナ カ ヅ タ コ トラ記 戴 スル ニ過 ギ ナ ィ

ノ テア ル。

括

テ有 シ、且 ツ右肺門部淋巴腺腫及 ピ右側上部

縦隔寳炎テ合併 スル肺 二起 リタルモノ1例 。

iii)Bernardノ 記載 セル如 キ右肺 ノ葉間肋膜

炎二引綾 キ肺上葉炎ノ成立 セルモ ノ1例 。但

シ余 ノ例 二於 テハ、葉溝周園炎ガー時輕快 シ

テ後、夏 二躍進 ニヨリテ肺上葉炎ラ生 ジタル

貼 ガBernardノ 記載 ト異ル。

iv)初 感竈 ヨリ躍進性浸潤 テ作 リ、之ガー進一

退 シテ病勢断綾経過 ノ間二、肺上葉炎ノ成立

テ見タルモノ1例 。

v)右 肺上野 ノ硬化病竈 ガ漸次清失 シテ、僅 カ

ニニ三 ノ癩痕性小斑錨 ヲ残留スルニ過 ギナィ

迄 二治癒 シタル後、突然同部二肺上葉炎 ノ畿

生 シタモノ1例 。

此場合二若 シ上葉炎登生前即チ治癒歌態 二於

ケル上線窮眞 ト上葉炎成立 テ示 セル上線爲眞

ノミヲ封比 スレバ,肺 上葉炎ガ健康肺二突登

セルモノト誤認セラル ・デアラウ。

3)第 二類≒届 スル者ハ5例 アル。

i)雨 側又ノ・一側肺野 ノ廣汎 ナ ル部分二亙ル

檜殖性散在性斑貼歌病竈或ハ粟粒性撒布病竈
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ガ、 「肺 野 ノ上 部 二於 テ密 度 強 ク、治 癒 ス ル ニ

當 テ ハ上 層 最 モ遅 レル」 ト云 フ 通 則 二從 テ経

過 シテ、就 中病 竈 密 度 ノ最 モ大 ナ ルー 側 ノ肺

上 葉 ガ殊 二著 シ ク萎 縮 シ、 從 テ同部 ノ病 竈 密

度 盆 々増 大 シテ途 二肺 上葉 炎型 陰=影 テ呈 スル

モ ノ3例 。

ii)Neumann氏 後 肋 膜 炎性 緻 維 乾 酪 性 結 核 ノ

病 型 二於 テ、 肺 ノ中 野及 ビ下 野 ニ ア ル病 竃 ハ

著 シ ク治 癒 吸牧 セ ラ レ、結 局病 竈 ノ大 部 分 ハ

肺 上野 二限 局残 存 シテ逡 二肺 上葉 炎 ノ病 型 テ

呈 シタル モ ノ1例 。

iii)左 肺 中野 二始 ツ タ 肺 尖病 竈 ガ、 下部 二於

テハ治 癒 シツ ・、 上 方 ハ却 テ左 肺 尖 マ デ振 大

シ、途 二上 下葉 ラ堺 ス ル葉 間 々 隙 ヲ限界 トシ

テ其 ヨ リ下部 ノ病 竈 ハ完 全 二消 失 シ、 上 方 ノ

病 竈 ハ 其儘 残 存 シ、 肺 上葉 炎 型 ラ トリタル モ

ノ1例 。 ・

本 例 ハ其 成立 経 過 ガRedekerノ 所 謂 肺 尖 後

期 浸潤 型 ノ成 立 ト酪似 シテ居 ル 。

4)第 一類 二属 ス ル肺 上 葉 炎 ノ形 成 二常 テハ、

葉 間 々 隙 ガ甚 ダ重 要 ナ ル役 目 ラ ナ シテ居 ル コ ト

テ認 メ ル。 即 チー 面 二於 テ ハ葉 溝 炎或 ハ其癒 痕

ガ上 葉 炎登 生 ノ基礎 テ ナ ス ト同 時 二、一 面 二於

テ ハ之 ガー種 ノ柵 トナ ツ テ炎 衝 ラ裁 然 上葉 二限

局 シテ以 テ他 葉 二病 勢 ノ漫 延 スル コ トテ防禦 ス

ルそ隻目 テ澹 ツ テ ヰ ル。

5)肺 上 野 ガ結 核 疾 患 二封 シテ特 別 素 因 テ有 ス

ル コ トハ甑 二定 説 ノ アル所 デ、 即 チ之 ガ所謂 早

期 浸潤 ノ好 登 部 位 デ ア リ、 又 肺 ノ血 行 性 撒布 病

型 二於 テ ハ撒 布 密 度 ガ肺 上野 二最 モ大 ニ シテ、

又 之 ガ治 癒 ス ル ニ當 テハ他 ノ肺 野 二比 シテ病 竈

ノ消失 最 モ遅 ク、屡 気Neumann氏 稠 密 性 繊 維

性結 核 ラ形 成 スル コ トハ周 知 ノ事 實 デ有 ツ テ、

余 ノ第 二 類 二属 スル肺 上葉 炎 ノ成 立 モ亦 此 一 般

的通 則 ノ範 園 内 一 アル モ ノ ト考 フ可 キ デ フル。

6)超 過 性 拉 二雨 側 化 性 肺 上 葉 炎 ノ成 立 二就 テ

Bernardノ 意 味 二於 ケ ル モ ノ ト余 ガ第 二 類 二於

ケ ル モ ノ トノニ 種 テ嘔 別 ス ル必 要 ガ アル。 何 ト

ナ レバ、 前 者 ノ場 合 ハ病 勢 進 行 ノ歌 態 ニ ァル コ

トテ示 スモ ノデ、 從 テ豫 後 ハ劇 カニ樂 観 テ許 サ

ナ イガ後 者 二於 テ ハ治 癒 ノ途 中 又 ハ病 勢 停 止 ノ

歌 態 テ示 スモ ノデ有 ツテ豫 後 ハ概 シテ良 好 ト考

ヘ ラ レル。 但 シ後 者 二於 テ ・・屡 く肋 膜 癒 著 強 度

ニ シテ人 工氣 胸 不 可 能 ノ場 合 ガ多 イ故 三、 此 際

若 シ室洞 或 ハ禰 蔓 性 浸 潤 ガ存 在 スル ナ ラバ治 癒

ノ・厘 支困難 二陥 ル。 其 外 此 病 型 二於 テ ハ厘 支他

ノ臓 器 二重 大 ナ ル合 併 症 ラ有 スル コ トモ亦 治 療

上 ノー 難 關 デ ア ツテ、 從 テ此 ノ如 キ揚 合 ノ豫 後

ノ判 断 ハ決 シテ簡 輩 デハ ナ ィ。

7)余 ガ 今 同 ノ観 察 二於 テ ハ、 「肺 上 葉 炎 ハ突

如 トシテ健康 肺 二 生 ズ ル」 ト云 フBernardノ

見解 ≧一一致 ス ルモ ノハ1例 モ ナ ク、 悉 ク皆 、 既

存 病憂 ノ判 然 タル肺 上野 二登 生 シタ ノデ アル。

要 ス ル ニ以 上 ノ症 例 二由 テ之 ラ観 レバ肺 上 葉 炎

・・種 々 ナ ル病型 ノ経 過 中 二成 立 シ得 ル モ ノデ ア

ツテ、 其 成 立経 過 ハ大 略 上記 二 種 二匠 別 ス ル コ

トガ出來 ル ト云 フコ トニ蹄 着 ス ル。
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